
港区区政会議

こども青少年部会

【令和元年度 中間振り返り】
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人 権
３－５多様性を尊重しあう共生社会づくり

の推進

教 育
４－１ 「子どもの学び」の応援

人権、教育 ２つの戦略
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戦略３－５ 多様性を尊重しあう共生社会づくりの推進

【めざす状態】＜概ね３～５年間を念頭に設定＞

多様性を尊重しあう共生社会づくりが進んでいる

【アウトカム（成果）指標】

「一人ひとりの人権が尊重されているまちである」と答えた区民の割合

30年度を基準に令和3年度までに３％以上向上
〈これまでの状況〉 28年度 25.6％ 29年度 31.6％ 30年度 30.7％
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多様な学習機会を提供するなど、さまざまな人権課題について市民協働的な
手法で啓発に取組むとともに、人権啓発の新しい担い手づくりを進める



戦略３－５ 多様性を尊重しあう共生
社会づくりの推進

具体的取組
①区における人権啓発推進・人権相談
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【令和元年度の目標】

人権啓発事業の参加者のうち、人権問題への関心や意識を高めるうえで
役立ったと思う人の割合：80％以上

達成見込み



戦略３ー５ 多様性を尊重しあう共生社会づくりの推進 具体的取組
①区における人権啓発推進・人権相談

ア．人権展、人権講座等

・「にし人権展」、「人・愛・ふれあいプラザ」（12月6日～9日予定）
・人権講座

5月18日 ＳＣによる「Well-being（満たされること）」講演会
6月15日 「テレワーク型共同起業

～ひきこもる青少年の個性（ストレングス）から就業へ～」

10月19日 ＳＣによる「子どもの理解と不登校」講演会

12月25日（予定） 「発達に課題を抱える児童生徒の基礎理解と具体的な関わり方」
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にし人権展 記念事業「人・愛・ふれあいプラザ」 12／6(金)～9(月)予定
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人権講座
スクールカウンセラー
による講演会
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人権講座 「テレワーク型共同起業～ひきこもる青少年の個性（ストレングス）から就業へ～」



戦略３ー５ 多様性を尊重しあう共生社会づくりの推進 具体的取組

①区における人権啓発推進・人権相談

イ．ＬＧＢＴ（性の多様性）への取組み
・レインボーカフェ３７１０（当事者やアライによる集い）を開催（毎月１回）

・区民まつりに啓発ブース出展 （⇒雨天により当該ブースの出展中止）

・レインボー3710 LGBT×アライ交流会への協力 12月7日(土)予定
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ﾚｲﾝﾎﾞｰ3710 LGBT×アライ交流会
（昨年度の様子と今年の12月チラシ）区民まつりの様子（昨年度）



戦略３－５ 多様性を尊重しあう共生社会づくりの推進 具体的取組

①区における人権啓発推進・人権相談

ウ．人権週間事業（12月4日～10日） 懸垂幕掲出 街頭啓発 予定

エ．チラシ・情報誌等の掲出（年１０件以上計画）

・チラシ作成配布

ヒューマンハート、人権講座 等

・区広報紙への掲載：３件

人権講座（SCによる講演会）、就職差別撤廃月間 等

・区ホームページへの掲載：３件

人権講座（SCによる講演会、
「テレワーク型共同起業」講演会） 等
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人 権
３－５多様性を尊重しあう共生社会づくり

の推進

教 育
４－１ 「子どもの学び」の応援

人権、教育 ２つの戦略
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戦略４ー１ 「子どもの学び」の応援
【めざす状態】 ＜概ね３～５年間を念頭に設定＞
子どもの学ぶ力、生きる力を育む環境づくりが進んでいる。

学校、家庭、地域の連携により、家庭学習が習慣になっている子どもの割
合を増やす。

【アウトカム（成果）指標】

○区内の小・中学校の児童生徒の家庭学習の状況 ・全国学力・学習状況調査の「授業
時間以外の１日あたりの勉強時間」が「30分より少ない」、「全くしない」と答えた児童・生徒
の割合の合計が、平成30年度を基準として33年度までに3％以上改善した小中学校の数：
１２校
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戦略４－１ 「子どもの学び」の応援

①分権型教育行政の効果的な推進

・港区教育会議（区政会議こども青少年部会）

の開催 6月（及び本日）
⇒分権型教育行政の取組や学校選択制などの意見交換

・区教育行政連絡会の開催 7月
⇒こどもサポートネット事業や学校選択制などの意見交換

・区小学校長会・教頭会への出席・連絡調整： 4～7月毎月1回
・区内17校園の学校協議会への区職員の出席や運営補佐：4～5月（第2回が開催中）
（多くの方の傍聴を可能にするため区役所ホームページにも日程を掲載）

・学校協議会委員への研修 9月
・区担当教育次長（区長）による全学校長との個別面談 5月（また、現在、実施中）
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区政会議こども青少年部会（R1.6月）の様子
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【令和元年度の目標】

○区内において、学校、地域の実情に応じた教
育が行われたと感じる「保護者・区民等の参画
のための会議」の委員の割合

40％ （30年度78.6%）
○学校の実情に応じた教育が行われ教育内容
がより充実したと感じる小・中学校の学校協議会
委員の割合

40％ （30年度95.1%）
○自校において、学校の実情に応じた教育が
行われ教育内容がより充実したと感じる小・中学
校長の割合

20％ （30年度100％）

「保護者・区民等の参画のための会議」

港区においては、区政会議こども青少年部会
がその役割を担っています。

第３回のこども青少年部会で、「区内において、
学校、地域の実情に応じた教育が行われた」
かをアンケートでお伺いさせていただきます。

いずれも達成見込み



学 校 園

区における仕組み

区役所の職員

教育委員会事務局

区 長

各部・事業所

教

育

政
策
室

教育次長

教育次長の所掌
事務を除き分掌

大阪市で一元的
に実施していく
必要がある事務
等を分掌

港区教育会議

市 長

学校協議会 ※２

基本的な方針の協議、重点施策の調整 など

教育長

教育委員会

区政会議
こども青少年部会

支援

指
示

※１ 港区教育行政連絡会 … 区内の市立小中学校の学校長と区長との連絡調整・意見交換等の場。

小学校の部、中学校の部を概ね１学期に１回程度開催

※２ 学校協議会 …………… 学校運営に保護者や地域住民の意向を反映させること、保護者等の学校活動への参加を促進することを

目的として設置。全学校園（11小学校、5中学校、1幼稚園）で4月、10～11月、2～3月の年３回開催

会議・協議機関 関係者等（ステークホルダー）

指
示

教育委員会
兼務

保 護 者
地域住民等

港区教育 ※１

行政連絡会

区担当教育次長

総 合 教 育 会 議

分権型教育行政の推進 ： 区長が教育委員会事務局の区担当教育次長の役割を兼務し、保護者・地域住民・学校長等の
意見をくみ取るための仕組みをつくり、学校や地域のより近くでニーズのあった教育施策を推進

分権型教育行政の仕組み

1

2

3
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戦略４－１ 「子どもの学び」の応援
②子どもの学力・体力の向上

・家庭学習の手引きの作成・配布：新小学1年生
・学校の長期休業期間中に自習室を開設（下記の無料動画授業も体験）：夏休み

・インターネット上の無料動画授業や教材をリスト化したホームページ掲載と抜粋版

と抜粋版の配布：新小学1年生
・塾代助成事業者への広報協力：1事業者
・地域の強みを活かした手法によるこどもサイエンスカフェの実施：8月

【令和元年度の目標】

各中学校で実施するアンケートにおいて、家庭学習や予習・復習の状況を問う
設問に対し、肯定的回答が、平成30年度を基準として改善している学校
３校以上 （30年度 ５校（全校））
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達成見込み
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戦略４－１ 「子どもの学び」の応援
②子どもの学力・体力の向上

「家庭学習の手引き」や「みなりん学習ドリル」 夏休みでの、自習室やタブレットを活用した無料動画授業体験



戦略４－１ 「子どもの学び」の応援
②子どもの学力・体力の向上
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ネットで学べる無料動画授業を区役所ホームページに掲載 塾代助成事業者への広報協力の周知を区役所ホームページに掲載



戦略４－１ 「子どもの学び」の応援
②子どもの学力・体力の向上
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築港中の協力を得たこどもサイエンスカフェ（ロボットプログラミング）



戦略４－１ 「子どもの学び」の応援
③子どもの教育環境の向上

・区専属スクールソーシャルワーカー配置による巡回・派遣
区内１６校を巡回するとともに、学校園からの要請に基づき派遣 2人配置 61日

・小学校のスクールカウンセラーの派遣回数の増：1名増員配置
・土曜教育相談：6月
・発達障がいサポーターの配置：911時間
・不登校児童生徒への別室登校等サポーターの配置：55時間
・不登校児童生徒アウトリーチ型支援サポーターの配置：368時間
・帰国、来日等の児童生徒への学習サポーターの配置：400時間
・こどもの居場所の開設：4回 ⇒計画では12回以上（計画どおり進捗できていない）

⇒ 8月にサードプレイス事業エルカフェを開催できなかったため

【令和元年度の目標】

スクールソーシャルワーカーによって好転した新規ケースの件数10件以上（30年度16件）
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達成見込み



戦略４－１ 「子どもの学び」の応援
③子どもの教育環境の向上
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臨床心理士（区内の学校に配置されているスクールカウンセラー）による土曜教育相談を開催



戦略４－１ 「子どもの学び」の応援
③子どもの教育環境の向上
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サードプレイス事業エルカフェを開催
夏休みには「エルカフェでこうさく」も開催



・青少年指導員・青少年福祉委員の委嘱業務にかかる活動交付金を交付

・青少年指導員による夜間巡視活動「指導ルーム」の実施

・｢青少年育成推進会議｣における夜間巡視等（7・8月）
・「青少年育成推進会議」による講演会の実施（1校・6月）
・各中学校下青少年育成推進会議の実施

・広報啓発活動の実施

⇒各中学校下青少年育成推進会議等による夏祭り等巡視での啓発うちわ配布（500枚）
⇒区役所ホームページや区役所広報紙での活動紹介や啓発記事の掲載

（こども110番月間特集、青少年指導員・青少年福祉委員や青少年育成推進会議の活動紹介 など）

【令和元年度の目標】区民モニターアンケートによる「1年間でこどもの健全育成の活動に参
加したことがある」と回答する割合： 10.2%以上 （30年度 10.2%）

戦略４－１ 「子どもの学び」の応援
④青少年の健全育成の推進
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達成見込み



戦略４－１ 「子どもの学び」の応援
④青少年の健全育成の推進
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夏祭り等の巡視でのうちわ配布や広報紙での「青少年指導員、青少年福祉委員活動」や
「青少年育成推進会議」やこども110番などの周知・広報


